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Herein, achiral inorganic and organic-inorganic luminophores have been reported that can emit 

strong RGB magnetic circularly polarized luminescence (MCPL) in their solid-powder and 

solid poly(methyl methacrylate)-film-rapping states in the presence of an external magnetic 

field. However, these RGB luminophores are achiral. The signs of RGB-MCPL spectra can be 

controlled by the direction of the external magnetic field. 
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当研究室では、ラセミ体の Eu(III)(hfa)3あるいは Tb(III)(hfa)3などのランタノイドハ

イブリッド発光体に外部磁場を印加することにより、Eu(III)あるいは Tb(III)由来のシ

ャープな磁気円偏光発光(MCPL)の発現に成功

している。1) 

 本研究では、同じくキラリティを持たない

Eu(III)を含んだ無機発光体、キラリティを持た

ないフタロシアニン発光体に対して固体状態

におけるMCPL特性について検討した。2) 

アキラルな無機発光体、Y2O3:Eu (R-1), 

BaMgAl10O17:Eu, Mn (G-1) BaMgAl10O17:Eu (B-

1)を、粉末状態で MCPL特性評価したところ、

キラリティを持たないにも関わらず極大

MCPL波長(λMCPL)608, 511, 441nm、磁気異方性

因子(|gMCPL|)9.5×10-4, 6.2×10-4, 7.7×10-4 でそ

れぞれ MCPL 特性を観測することに成功した(Fig. 1)。さらに PMMA-Film 状態で

MCPL 特性評価をしたところ、MCPL 波長(λMCPL)512, 445nm、磁気異方性因子

(|gMCPL|)4.8×10-3, 6.3×10-3でG-l, B-lにおいてMCPL特性を観測することに成功した。 

 当日は亜鉛、スズを含むアキラルな有機-無機ハイブリッドフタロシアニン発光体

の固体MCPL特性についても報告する。 

本研究に際し、無機発光体をご提供いただき、また貴重な御助言を頂いた根本特殊

化学株式会社に対し、感謝いたします。 
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Fig.1 MCPL(upper) and PL(lower) spectra of 

R-l(red), G-l(green) and B-l (blue) in 

the solid powder state. 
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